
(57)【要約】

【課題】アナログ公衆回線からの着信をIP電話機に転送

する場合に、１つのIP電話回線で複数のIP電話機を呼び

出すことができるようにする。

【解決手段】アナログ公衆回線からの着信を転送する転

送先IP電話機のIPアドレスを、予めIP電話転送装置のア

ドレステーブルに設定しておく。着信があったときに、

設定された各転送先IP電話機を、マルチキャスト機能に

より呼び出す。最初に応答した転送先IP電話機を通話状

態にするとともに他の転送先IP電話機の呼びのセッショ

ンを切断する。その他の転送先IP電話機に対しては、「

発信元Ｘからの着信はＡが応答」というメッセージを送

信する。必要に応じて、傍受可能電話機のIPアドレスを

設定しておく。傍受可能電話機が通話状態電話機でない

とき、通話データを傍受可能電話機に送信する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
回 線 か ら の 着 信 を 受 け る 着 信 部 と 、 複 数 の 転 送 先 IP電 話 機 の IPア ド レ ス を 記 憶 す る ア ド レ
ス テ ー ブ ル と 、 回 線 か ら の 着 信 が あ る と 各 転 送 先 IP電 話 機 を マ ル チ キ ャ ス ト 機 能 に よ り 呼
び 出 す 転 送 部 と 、 最 初 に 応 答 し た 転 送 先 IP電 話 機 を 通 話 状 態 に す る と と も に 他 の 転 送 先 IP
電 話 機 を 切 断 す る 通 話 制 御 部 と 、 通 話 状 態 に し た 転 送 先 IP電 話 機 以 外 の 転 送 先 IP電 話 機 に
対 し て 所 定 の メ ッ セ ー ジ を 送 信 す る メ ッ セ ー ジ 部 と を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る IP電 話 転
送 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
傍 受 可 能 IP電 話 機 の IPア ド レ ス を 記 憶 す る 傍 受 用 テ ー ブ ル と 、 傍 受 可 能 IP電 話 機 に 通 話 状
態 の 転 送 先 IP電 話 機 の 通 話 デ ー タ を 送 信 す る 傍 受 制 御 部 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ 記 載 の IP電 話 転 送 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 IP電 話 転 送 装 置 に 関 し 、 特 に 、 回 線 か ら の 着 信 を 、 複 数 の 転 送 先 IP電 話 機 に
転 送 す る IP電 話 転 送 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 転 送 電 話 装 置 で は 、 外 線 か ら の 着 信 を 他 の 外 線 の 電 話 機 に 転 送 す る こ と が で き る
。 こ の 場 合 、 転 送 先 の 電 話 機 は 、 転 送 先 の １ 回 線 に つ い て １ 台 し か 存 在 し な い 。 内 線 電 話
シ ス テ ム で は 、 外 線 か ら 着 信 が あ る と 、 予 め 設 定 さ れ た 複 数 の 電 話 機 を 同 時 に 呼 び 出 し 、
最 初 に 応 答 し た 電 話 機 を 通 話 状 態 に す る 。 転 送 先 内 線 電 話 機 は 、 １ 台 で も 複 数 台 で も よ く
、 何 台 で も 任 意 に 設 定 で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 近 年 は 、 IPネ ッ ト ワ ー ク （ イ ン タ ー ネ ッ ト や LAN） を 介 し て 通 話 す る こ と が で き る IP電
話 端 末 が 普 及 し て き た 。 こ う し た IP電 話 端 末 は 、 IPネ ッ ト ワ ー ク に 接 続 さ れ 、 利 用 者 が 相
手 の 電 話 番 号 を ダ イ ヤ ル す る と 、 こ の 電 話 番 号 が IPア ド レ ス に 変 換 さ れ て IPネ ッ ト ワ ー ク
に 発 信 さ れ 、 そ の IPア ド レ ス の IP電 話 端 末 が 呼 び 出 さ れ る 。 相 手 の IP電 話 端 末 が 応 答 す る
と 、 双 方 の IP電 話 端 末 間 で 通 話 が 開 始 さ れ る 。 こ の よ う な IP電 話 シ ス テ ム で は 、 通 常 は １
つ の IP電 話 端 末 か ら １ つ の IP電 話 端 末 を 呼 び 出 す 。 LANや VPNを 利 用 し た IP内 線 電 話 シ ス テ
ム で は 、 外 線 か ら の 着 信 を 複 数 の 内 線 電 話 機 に 転 送 す る こ と が で き る 。 ボ タ ン 電 話 装 置 や
PBXと 同 様 に 、 発 信 者 が １ つ の 電 話 番 号 を ダ イ ヤ ル し て 、 複 数 の 内 線 電 話 機 を 同 時 に 呼 び
出 す こ と も で き る 。 IP電 話 シ ス テ ム の 例 と し て は 、 次 の よ う な も の が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た 「 VoIP電 話 シ ス テ ム に お け る 着 信 転 送 方 法 」 は 、 複 数 個 の ド メ
イ ン で 内 線 番 号 計 画 を 共 有 し て い る 場 合 に お い て も 、 確 実 に 正 し く 着 信 転 送 が で き る よ う
に す る VoIP電 話 シ ス テ ム で あ る 。 他 の 電 話 端 末 へ の 着 信 転 送 の 設 定 が な さ れ て い る 転 送 元
へ の 着 信 が あ っ た と き に 、 転 送 元 は 、 ク リ ア リ ン グ ハ ウ ス に 対 し 、 転 送 先 に つ い て の ア ド
レ ス 解 決 要 求 を 送 信 す る 。 ク リ ア リ ン グ ハ ウ ス は 、 転 送 先 に 、 当 該 転 送 先 に つ い て の ア ド
レ ス 解 決 要 求 を 送 信 す る 。 ア ド レ ス 解 決 要 求 を 受 け た 転 送 先 は 、 当 該 転 送 先 に つ い て の 、
少 な く と も 公 衆 番 号 を 製 造 者 特 有 情 報 と し て 含 む ア ド レ ス 解 決 応 答 を 、 ク リ ア リ ン グ ハ ウ
ス に 返 信 す る 。 ク リ ア リ ン グ ハ ウ ス は 、 製 造 者 特 有 情 報 を 含 む ア ド レ ス 解 決 応 答 を 、 転 送
元 に 返 信 す る 。 転 送 元 は 、 他 の 電 話 端 末 へ の 着 信 転 送 の 設 定 が 内 線 番 号 で あ っ て 、 発 信 元
の 識 別 番 号 が 公 衆 番 号 で あ っ た と き に 、 発 信 元 に 対 し て 再 呼 び 出 し の ア ド レ ス を 公 衆 番 号
で 通 知 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 特 許 文 献 ２ に 開 示 さ れ た 「 IP転 送 網 を 用 い た 端 末 間 通 信 接 続 制 御 方 法 」 は 、 IP端 末 、 IP
電 話 機 、 音 声 画 像 装 置 な ど の ２ 端 末 間 の IP通 信 や 、 マ ル チ キ ャ ス ト IP技 術 を 用 い た １ ： ｎ
の IP通 信 に 適 用 で き る IP転 送 網 を 用 い た 端 末 間 通 信 接 続 制 御 方 法 で あ る 。 IP転 送 網 の 内 部
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に 、 接 続 サ ー バ と 中 継 接 続 サ ー バ を 設 置 す る 。 接 続 サ ー バ は 、 加 入 者 交 換 機 の 回 線 接 続 制
御 と 類 似 し た 機 能 を 付 与 さ れ る 。 中 継 接 続 サ ー バ は 、 中 継 交 換 機 の 回 線 接 続 制 御 と 類 似 し
た 機 能 を 付 与 さ れ る 。 電 話 機 や IP端 末 や 映 像 端 末 な ど の 端 末 が 、 共 通 線 信 号 方 式 の 回 線 接
続 制 御 メ ッ セ ー ジ と １ ： １ 対 応 付 け 可 能 な 、 初 期 ア ド レ ス メ ッ セ ー ジ 、 ア ド レ ス 完 了 メ ッ
セ ー ジ 、 呼 経 過 メ ッ セ ー ジ 、 応 答 メ ッ セ ー ジ 、 解 放 メ ッ セ ー ジ 、 解 放 完 了 メ ッ セ ー ジ を 、
IP転 送 網 を 経 由 し て 送 受 す る こ と に よ り 、 IP転 送 網 を 用 い た 端 末 間 通 信 接 続 制 御 方 法 を 実
現 す る 。 更 に 、 IP転 送 網 の 網 ノ ー ド 装 置 に ア ド レ ス 管 理 表 を 設 定 す る 。 こ の ア ド レ ス 管 理
表 に 端 末 の ア ド レ ス を 登 録 し て お く 手 段 に よ り 、 情 報 安 全 性 を 高 め た マ ル チ キ ャ ス ト に よ
る IPパ ケ ッ ト 通 信 を 実 現 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 特 許 文 献 ３ に 開 示 さ れ た 「 イ ン タ ー ネ ッ ト 電 話 装 置 」 は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 介 し て 通 話
が 可 能 な IP電 話 シ ス テ ム に お い て 、 発 信 者 が IP電 話 端 末 へ 発 信 す る と 、 複 数 の IP電 話 端 末
を 呼 び 出 せ る も の で あ る 。 IPネ ッ ト ワ ー ク に 、 複 数 の 電 話 端 末 が 接 続 さ れ て い る 。 IP電 話
端 末 の テ ー ブ ル に 、 複 数 の IP電 話 端 末 の 電 話 番 号 を 、 １ つ の 着 信 グ ル ー プ の 電 話 番 号 と し
て 設 定 す る 。 着 信 が 検 出 さ れ る と 、 テ ー ブ ル に 電 話 番 号 が 設 定 さ れ た 複 数 の 電 話 端 末 を 呼
び 出 す 。 応 答 し た 電 話 端 末 と 発 信 者 の 電 話 端 末 と を 接 続 す る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 2003-032372号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 2002-314577号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 2003-283653号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し 、 従 来 の 転 送 電 話 装 置 に お け る 着 信 転 送 方 法 で は 、 外 線 か ら の 着 信 を 他 の 外 線 に
転 送 す る た め に 複 数 の 回 線 を 用 意 し な い と 、 複 数 の 電 話 機 を 同 時 に 呼 び 出 す こ と は で き な
い と い う 問 題 が あ る 。 本 発 明 の 目 的 は 、 上 記 従 来 の 問 題 を 解 決 し て 、 外 線 か ら の 着 信 を IP
電 話 機 に 転 送 す る 場 合 に 、 １ つ の IP電 話 回 線 で 複 数 の IP電 話 機 を 呼 び 出 す こ と が で き る よ
う に す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 で は 、 IP電 話 転 送 装 置 を 、 回 線 か ら の 着 信 を 受 け
る 着 信 部 と 、 複 数 の 転 送 先 IP電 話 機 の IPア ド レ ス を 記 憶 す る ア ド レ ス テ ー ブ ル と 、 着 信 が
あ る と 各 転 送 先 IP電 話 機 を マ ル チ キ ャ ス ト 機 能 に よ り 呼 び 出 す 転 送 部 と 、 最 初 に 応 答 し た
転 送 先 IP電 話 機 を 通 話 状 態 に す る と と も に 他 の 転 送 先 IP電 話 機 を 切 断 す る 通 話 制 御 部 と 、
通 話 状 態 に し た 転 送 先 IP電 話 機 以 外 の 転 送 先 IP電 話 機 に 対 し て 所 定 の メ ッ セ ー ジ を 送 信 す
る メ ッ セ ー ジ 部 と を 具 備 す る 構 成 と し た 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 の よ う に 構 成 し た こ と に よ り 、 回 線 か ら の 着 信 を 、 同 時 に 複 数 の IP電 話 機 に 転 送 で
き 、 通 話 状 態 に な ら な か っ た IP電 話 機 に 応 答 状 況 な ど を メ ッ セ ー ジ で 通 知 す る こ と が で き
る 。 ま た 、 必 要 に 応 じ て 通 話 を 傍 受 す る こ と も で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 に つ い て 、 図 １ ～ 図 ４ を 参 照 し な が ら 詳 細 に
説 明 す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 は 、 ア ナ ロ グ 公 衆 回 線 か ら の 着 信 を 転 送 す る 転 送 先 IP電 話 機 の IPア ド レ
ス を 予 め 設 定 し て お き 、 着 信 が あ る と 、 マ ル チ キ ャ ス ト 機 能 に よ り 各 転 送 先 IP電 話 機 を 同
時 に 呼 び 出 し 、 最 初 に 応 答 し た IP電 話 機 を 通 話 状 態 に し 、 そ の 他 の IP電 話 機 に 対 し て は 、
ど の IP電 話 機 が 通 話 し た か と い う メ ッ セ ー ジ を 送 信 し て 切 断 す る IP電 話 転 送 装 置 で あ る 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に お け る IP電 話 転 送 装 置 の 動 作 説 明 図 で あ る 。 図 ２ は 、 IP電 話
転 送 装 置 が 用 い ら れ る シ ス テ ム の 概 念 図 で あ る 。 図 ３ は 、 IP電 話 転 送 装 置 の 機 能 ブ ロ ッ ク
図 で あ る 。 図 ４ は 、 IP電 話 転 送 装 置 の 動 作 手 順 を 示 す 流 れ 図 で あ る 。 図 ２ と 図 ３ に お い て
、 IP電 話 転 送 装 置 １ は 、 ア ナ ロ グ 電 話 回 線 か ら の 着 信 を 、 複 数 の IP電 話 機 に 転 送 す る 装 置
で あ る 。 ア ナ ロ グ 電 話 機 ２ は 、 一 般 の ア ナ ロ グ 電 話 機 で あ る 。 ア ナ ロ グ 公 衆 回 線 ３ は 、 一
般 の ア ナ ロ グ 電 話 回 線 で あ る 。 IP電 話 機 ４ は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 利 用 す る 電 話 機 で あ る 。
イ ン タ ー ネ ッ ト ５ は 、 IP通 信 網 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 着 信 部 ６ は 、 ア ナ ロ グ 公 衆 回 線 か ら の 着 信 を 受 け 付 け る 手 段 で あ る 。 ア ナ ロ グ 公 衆 回 線
側 か ら み る と 、 普 通 の ア ナ ロ グ 電 話 機 に 見 え る 。 ア ド レ ス テ ー ブ ル ７ は 、 転 送 先 の IPア ド
レ ス を 格 納 す る メ モ リ で あ る 。 通 話 制 御 部 ８ は 、 ア ナ ロ グ 電 話 機 と IP電 話 機 を 通 話 状 態 に
接 続 す る 手 段 で あ る 。 転 送 部 ９ は 、 IP電 話 機 を マ ル チ キ ャ ス ト 機 能 に よ り 呼 び 出 す と と も
に 、 各 種 の 通 信 制 御 を 行 う 手 段 で あ る 。 メ ッ セ ー ジ 部 10は 、 IP電 話 機 に 対 し て 所 定 の メ ッ
セ ー ジ を 送 信 す る 手 段 で あ る 。 傍 受 用 テ ー ブ ル 11は 、 傍 受 可 能 IP電 話 機 の IPア ド レ ス を 記
憶 す る メ モ リ で あ る 。 傍 受 制 御 部 12は 、 傍 受 可 能 IP電 話 機 に 通 話 デ ー タ を 送 信 す る 手 段 で
あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 IP電 話 転 送 装 置 １ の 着 信 部 ６ に は 、 ア ナ ロ グ 電 話 の 公 衆 回 線 ３ が 接 続 さ れ る 。 こ の 公 衆
回 線 ３ に は 、 通 常 は ア ナ ロ グ 電 話 機 21が 接 続 さ れ て い る 。 こ の ア ナ ロ グ 電 話 機 21を 、 着 信
転 送 元 電 話 機 と い う 。 IP電 話 転 送 装 置 １ が 着 信 転 送 に 設 定 さ れ て い る と 、 着 信 転 送 元 の ア
ナ ロ グ 電 話 機 21の 代 わ り に 、 IP電 話 転 送 装 置 １ の 着 信 部 ６ が 、 公 衆 回 線 ３ に 接 続 さ れ る 。
IP電 話 転 送 装 置 １ が 着 信 転 送 に 設 定 さ れ る と 、 IP電 話 転 送 装 置 の 転 送 部 ９ に は 、 イ ン タ ー
ネ ッ ト ５ が 接 続 さ れ る 。 イ ン タ ー ネ ッ ト ５ の IP電 話 回 線 に は 、 通 常 は IP電 話 機 41が 接 続 さ
れ て い る 。 イ ン タ ー ネ ッ ト ５ の IP電 話 回 線 に は 、 複 数 の IP電 話 機 ４ が 接 続 さ れ て い る 。 図
示 し て い な い が 、 イ ン タ ー ネ ッ ト ５ に は 、 電 話 番 号 と IPア ド レ ス と の 対 応 を 管 理 す る ゲ ー
ト キ ー パ ー と 呼 ば れ る 装 置 が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 の よ う に 構 成 さ れ た 本 発 明 の 実 施 例 に お け る IP電 話 転 送 装 置 の 動 作 を 説 明 す る 。 最
初 に 、 図 １ と 図 ２ を 参 照 し な が ら 、 IP電 話 転 送 装 置 の 動 作 の 概 略 を 説 明 す る 。 着 信 転 送 を
行 な わ な い 場 合 に は 、 公 衆 回 線 ３ か ら の 着 信 は 、 内 線 子 機 ＃ １ ま た は 内 線 子 機 ＃ ２ 呼 び 出
し 、 通 常 の 電 話 機 と し て 通 話 で き る 。 着 信 転 送 を 行 な う 場 合 に は 、 公 衆 回 線 ３ か ら の 着 信
は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト ５ に 接 続 さ せ た Ｉ Ｐ 電 話 回 線 の １ 回 線 の み を 使 っ て 、 複 数 の Ｉ Ｐ 電 話
機 ４ に 同 時 に 着 信 を 転 送 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 あ ら か じ め 、 複 数 の IP電 話 機 Ａ ～ Ｄ を 、 着 信 転 送 先 と し て 、 IP電 話 転 送 装 置 １ に 登 録 し
て お く 。 す な わ ち 、 複 数 の IP電 話 機 Ａ ～ Ｄ の IPア ド レ ス を 、 IP電 話 転 送 装 置 １ の ア ド レ ス
テ ー ブ ル に 格 納 し て お き 、 マ ル チ キ ャ ス ト 転 送 が で き る よ う に 、 グ ル ー プ に 設 定 し て 登 録
し て お く 。 内 線 子 機 ＃ １ 又 は 内 線 子 機 ＃ ２ で IP電 話 転 送 装 置 １ に 対 し て 転 送 設 定 を す る 。
発 信 者 が 公 衆 回 線 か ら 着 信 転 送 元 電 話 機 に 電 話 を か け る と 、 IP電 話 転 送 装 置 １ が 着 信 転 送
に 設 定 さ れ て い れ ば 、 IP電 話 転 送 装 置 １ の 着 信 部 に 着 信 す る 。 着 信 が 到 来 す る と 、 IP電 話
機 Ａ ～ Ｄ に 対 し て 転 送 を 行 な う 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ア ナ ロ グ 公 衆 回 線 ３ の 発 信 元 Ｘ か ら の 着 信 に 対 し て 、 IP電 話 転 送 装 置 １ は IPの マ ル チ キ
ャ ス ト 機 能 を 利 用 し て 、 各 転 送 先 IP電 話 機 Ａ ～ Ｄ を 同 時 に 呼 び 出 す 。 転 送 先 IP電 話 機 Ａ が
最 初 に 応 答 し た 場 合 は 、 IP電 話 機 Ａ を 通 話 状 態 に す る 。 そ れ 以 外 の IP電 話 機 Ｂ ～ Ｄ へ は 、
「 発 信 元 Ｘ か ら の 着 信 は Ａ が 応 答 」 な ど の メ ッ セ ー ジ を 送 出 し て か ら 、 呼 び 動 作 を キ ャ ン
セ ル し 、 セ ッ シ ョ ン を 解 放 す る 。 呼 ば れ た 複 数 の 転 送 先 IP電 話 機 の う ち 、 通 話 を モ ニ タ ー
で き る よ う に 事 前 に 設 定 さ れ て い る 転 送 先 IP電 話 機 Ｄ は 、 発 信 元 Ｘ と 電 話 機 Ａ の 通 話 を モ
ニ タ ー で き る 。
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【 ０ ０ １ ８ 】
　 次 に 、 図 ３ を 参 照 し な が ら 、 IP電 話 転 送 装 置 の 各 部 の 動 作 を 説 明 す る 。 ア ド レ ス テ ー ブ
ル ７ に 、 複 数 の 転 送 先 IP電 話 機 の IPア ド レ ス を 格 納 し て お く 。 傍 受 用 テ ー ブ ル 11に 、 傍 受
可 能 IP電 話 機 の IPア ド レ ス を 格 納 し て お く 。 IP電 話 転 送 装 置 １ の 着 信 部 ６ は 、 ア ナ ロ グ 電
話 回 線 か ら の 着 信 を 受 け る 。 着 信 が あ る と 、 転 送 部 ９ は 、 ア ド レ ス テ ー ブ ル ７ を 参 照 し て
各 転 送 先 IP電 話 機 の IPア ド レ ス を 取 得 し 、 各 転 送 先 IP電 話 機 を マ ル チ キ ャ ス ト 機 能 に よ り
呼 び 出 す 。 通 話 制 御 部 ８ は 、 最 初 に 応 答 し た 転 送 先 IP電 話 機 を 通 話 状 態 に す る と と も に 、
他 の 転 送 先 IP電 話 機 を 切 断 す る 。 メ ッ セ ー ジ 部 10は 、 通 話 状 態 に し た 転 送 先 IP電 話 機 以 外
の 転 送 先 IP電 話 機 に 対 し て 、 「 発 信 元 Ｘ か ら の 着 信 は Ａ が 応 答 」 な ど の メ ッ セ ー ジ を 送 信
す る 。 傍 受 制 御 部 12は 、 傍 受 可 能 IP電 話 機 に 、 通 話 状 態 の 転 送 先 IP電 話 機 の 通 話 デ ー タ を
送 信 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 次 に 、 図 ４ を 参 照 し な が ら 、 IP電 話 転 送 装 置 の 動 作 手 順 を 説 明 す る 。 IP電 話 転 送 装 置 の
メ モ リ 内 の ア ド レ ス テ ー ブ ル に は 、 転 送 先 の 複 数 の IP電 話 機 の IPア ド レ ス が 登 録 さ れ て い
る 。 ア ナ ロ グ 電 話 回 線 の 発 信 元 Ｘ か ら 、 IP電 話 転 送 装 置 の 着 信 部 に 着 信 が あ る と 、 ア ド レ
ス テ ー ブ ル か ら IP電 話 機 Ａ ～ Ｄ の IPア ド レ ス を 読 み 出 す 。 IPの マ ル チ キ ャ ス ト 機 能 を 利 用
し て 、 IP電 話 機 Ａ ～ Ｄ の IPア ド レ ス に 宛 て て INVITEコ マ ン ド を 送 信 し 、 各 転 送 先 IP電 話 機
Ａ ～ Ｄ を 同 時 に 呼 び 出 す 。 各 転 送 先 IP電 話 機 Ａ ～ Ｄ は 、 RINGING応 答 を IP電 話 転 送 装 置 に
返 す と と も に 、 IP電 話 機 の ベ ル を 鳴 ら す 。 各 転 送 先 IP電 話 機 Ａ ～ Ｄ は 、 オ フ フ ッ ク さ れ る
と 、 OK応 答 を IP電 話 転 送 装 置 に 返 す 。 IPの マ ル チ キ ャ ス ト 機 能 に つ い て は 、 周 知 の 機 能 で
あ る の で 、 詳 し い 説 明 は 省 略 す る 。 必 要 な ら ば 、 特 許 文 献 ２ な ど を 参 照 さ れ た い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 転 送 先 IP電 話 機 Ａ が 最 初 に 応 答 し た と す る と 、 IP電 話 転 送 装 置 は 、 転 送 先 IP電 話 機 Ａ の
み に ACK応 答 を 返 し 、 外 線 の 発 信 元 Ｘ と 転 送 先 IP電 話 機 Ａ を 通 話 状 態 に す る 。 IP電 話 機 Ｂ
～ Ｄ へ は 、 BYEコ マ ン ド を 送 信 し 、 呼 び 動 作 を キ ャ ン セ ル し て セ ッ シ ョ ン を 解 放 す る と と
も に 、 「 発 信 元 Ｘ か ら の 着 信 は Ａ が 応 答 」 な ど の メ ッ セ ー ジ を 送 出 す る 。 通 話 状 態 に な ら
な か っ た IP電 話 機 か ら 必 要 な と き に 受 信 メ ッ セ ー ジ を 読 み 出 す こ と で 、 ど の IP電 話 機 が 応
答 し た か 知 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 転 送 先 IP電 話 機 Ｄ は 、 通 話 を モ ニ タ ー で き る よ う に 事 前 に 設 定 さ れ て い る の で 、 転 送 先
IP電 話 機 Ｄ に は 、 発 信 元 Ｘ と IP電 話 機 Ａ と の 通 話 デ ー タ を 送 信 す る 。 転 送 先 IP電 話 機 Ｄ で
は 、 モ ニ タ ー 開 始 ボ タ ン を 押 せ ば 、 通 話 を モ ニ タ ー す る こ と が で き る 。 通 話 終 了 後 で も 、
記 憶 さ れ て い る 通 話 デ ー タ を 再 生 し て 聞 く こ と が で き る 。 ア ナ ロ グ 公 衆 回 線 か ら の 着 信 を
転 送 す る 例 で 説 明 し た が 、 ISDN回 線 や IP通 信 網 な ど の 回 線 か ら の 着 信 を 転 送 す る こ と も 、
同 様 に し て 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 記 の よ う に 、 本 発 明 の 実 施 例 で は 、 IP電 話 転 送 装 置 を 、 外 線 か ら の 着 信 を 転 送 す る 転
送 先 IP電 話 機 の IPア ド レ ス を 予 め 設 定 し て お き 、 外 線 か ら の 着 信 が あ る と 、 マ ル チ キ ャ ス
ト 機 能 に よ り 各 転 送 先 IP電 話 機 を 呼 び 出 し 、 最 初 に 応 答 し た IP電 話 機 を 通 話 状 態 に し 、 そ
の 他 の 電 話 機 に 対 し て は 、 所 定 の メ ッ セ ー ジ を 送 信 し て 切 断 す る 構 成 と し た の で 、 通 話 状
態 以 外 の 転 送 先 へ メ ッ セ ー ジ で 応 答 状 況 な ど を 通 知 す る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の IP電 話 転 送 装 置 は 、 ア ナ ロ グ 電 話 回 線 か ら の 外 線 着 信 を 、 複 数 の IP電 話 機 に 同
時 に 転 送 し て 呼 び 出 し 、 最 初 に 応 答 し た 電 話 機 を 通 話 状 態 に す る 転 送 電 話 シ ス テ ム に 最 適
で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 に お け る IP電 話 転 送 装 置 の 動 作 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 に お け る IP電 話 転 送 装 置 が 用 い ら れ る シ ス テ ム の 概 念 図 で あ る 。
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【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 に お け る IP電 話 転 送 装 置 の 機 能 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 に お け る IP電 話 転 送 装 置 の 動 作 手 順 を 示 す 流 れ 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
１ ・ ・ ・ IP電 話 転 送 装 置 、 ２ ・ ・ ・ ア ナ ロ グ 電 話 機 、 21・ ・ ・ ア ナ ロ グ 電 話 機 、 ３ ・ ・ ・
ア ナ ロ グ 公 衆 回 線 、 ４ ・ ・ ・ IP電 話 機 、 41・ ・ ・ IP電 話 機 、 ５ ・ ・ ・ イ ン タ ー ネ ッ ト 、 ６
・ ・ ・ 着 信 部 、 ７ ・ ・ ・ ア ド レ ス テ ー ブ ル 、 ８ ・ ・ ・ 通 話 制 御 部 、 ９ ・ ・ ・ 転 送 部 、 10・
・ ・ メ ッ セ ー ジ 部 、 11・ ・ ・ 傍 受 用 テ ー ブ ル 、 12・ ・ ・ 傍 受 制 御 部 。

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】
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